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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

軽量化材料として注目されているMgおよびAl合金や生体内溶解性金属材料として注
目されているMg合金の使用を促進するには、耐食性が低いという課題の克服が求
められる。本研究では、これらの合金に用途に応じた耐食性被膜を開発することを
目的としている。このため、作製した被膜の構造や組成の分析を行った。

実験
Experimental

生体用Mg合金の腐食速度抑制のために開発したリン酸カルシウム被膜の結晶構造
の多目的X線回折装置による解析を依頼した。また、同被膜の組成分析をフーリエ
変換赤外分光光度計で測定した。Al合金表面に電解析出で作製した耐食被膜の組成
および厚さの分析のため、走査型オージェ電子分光分析装置での深さ方向の組成分
析を依頼した。

結果と考察
Results and Discussion

生体用Mg合金のリン酸カルシウム被膜のX線回折測定により、被膜がアパタイト構
造であることが示唆された。そして、フーリエ変換赤外分光より、被膜のアパタイ
トはリン酸基の一部が炭酸基に置換した炭酸アパタイトであることが示唆された。
電解析出した化合物は、Al合金中の一部の金属間化合物析出物を優先的に覆ってい
たが、一部の析出物は電子顕微鏡観察では被覆されていないようにみられた。オー
ジェ電子分光による深さ方向分析により、見かけ上被覆されていない金属間化合物
析出物の表面およびAlマトリックス表面に、nmオーダーの薄い皮膜が形成されたこ
とが確認できた。
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